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【目的】

　新聞記事の中で健康に関わる入浴ケアに関する記事がどのように伝えられているかを明らかにすること。

【方法】

　毎日新聞社が発行した2010年から2012年までの全記事（デジタル版）を対象として、「入浴」という語を含む記事

を抽出し、内容分析の手法を用いて記事内容を分類した。

【結果】

　「入浴」という語を含む記事426件の中で、健康に関わる入浴ケアに関する記事のみ収集すると144件であった。健

康関連入浴記事について内容分析した結果「介護における入浴ケア」、「疾患を抱える方の入浴との向き合い方」、「健

康と入浴の関連性」、「入浴の意義」、「災害時の入浴環境」、「その他」の6つのカテゴリーが挙げられた。記事件数と

しては、「災害時の入浴環境」が56件と最多であった。入浴に関する記事の掲載紙面としては、社会面が46件と最多

であった。

【結論】

　新聞記事の中で入浴関連記事を抽出したところ、介護・健康/疾病と入浴ケアとの関連性・入浴の意義・災害時の

入浴環境の記事が抽出された。新聞記事の特徴としては、個別性の高い情報は掲載されず、災害時に信頼性のある情

報を発信することで、社会の認識を変化させる役割を担っていることがわかった。
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Ⅰ．諸　　言

　入浴は、身体を清潔な状態に保つことだけでなく、疲

労回復、血行促進、心身機能向上、リラックスによる精

神的な安定など、さまざまな効果があるといわれてい

る。特に、習慣的な温泉入浴は、女性の高血圧症予防、

男性の心血管疾患予防と結腸がん生存率の促進などの効

果があることが示されている（Maeda T, 2018）。また、

日本人の多くは日常的に入浴する習慣を持っており、入

浴が心身のリフレッシュに役立つという認識から、生活

の一部として大切にしている現状がある。また、入浴す

ることで亢進した交感神経系を鎮静させ、副交感神経活

動　亢進への転換を促し、結果的に入眠潜時の短縮が引

き起こされる可能性が示唆されている（大平ら, 2019）。

このように入浴は、様々な効果をもたらすものである。

　セルフウエルネスとは、自分の身体に関心を向け、自

身の価値観に基づいた情報をもとに、well-beingを探求

し、自分らしい生き方を実現するための行動である。今

回は、人々が、自身の健康の維持増進に関してどのよう

な情報を受け取り、セルフケア行動に繋げているのかに

ついて、情報の性質に焦点化することにした。新聞記事

の中で健康に関わる入浴ケアがどのように伝えられてい

るか明らかにし、健康に関わる情報のコミュニケーショ

ン戦略に役立てることとした。さらに、震災前後の入浴

ケアに関する情報の伝え方が変化しているか比較検討

した。

Ⅱ．研究の目的

　新聞記事の中で健康に関わる入浴ケアがどのように伝

えられているかを明らかにすること。

Ⅲ．方　法

1. 対象
　毎日新聞社が発行した2010年から2012年までの記事

データ集（デジタル版）。

2 . 分析方法
　2010年から2012年までの記事において、テキスト分析

を行った。新聞記事の本文全文をデータベース化し、文

字列一致によって検索することができるようにした後、

「入浴」というキーワードを含む記事を検索した。単語

の出現頻度をカウントし、全体的なボリュームを明らか

にした。その後、入浴に関する記事の中から、健康に関

わる入浴ケアに関する記事を抽出した。最後に、情報発

信の内容やコミュニケーション戦略に変化があるかを分

析した。

Ⅳ．結　　果

1. 入浴に関する記事の内容
　今回、「入浴」という語を含む記事426件の中で、入浴

がメインではなく要素として組み込まれている記事、入

浴施設の情報を羅列した記事、殺人事件に関する記事を

除外し、健康に関わる入浴ケアに関する記事のみ収集す

ると144件であった。この144件を対象に内容分析したと

ころ、6つのカテゴリー（表１）が抽出された。

　カテゴリーの内容は表1のとおりである。以下、カテ

ゴリーを「」、サブカテゴリーを＜＞で表記した。

1） 介護における入浴ケア

　「介護における入浴ケア」では、介護施設やサービス

における記事が分類された。＜入浴ケアの安全性＞で

は、介護職員同士で入浴の練習をする様子が利用者家族

目線でまとめられていたり（新聞記事, 2010a）、要介護

者でも旅行を楽しめるようにと事前準備に力を入れる様

子（新聞記事, 2010b）がまとめられていたりする記事

であった。＜最新機器の開発と活用＞では、ケアにロ

ボットを導入することで快適さを追求する（新聞記事, 

2011a；新聞記事, 2012a）という記事であった。＜入浴

サービスに関する他国との違い＞では、高齢者福祉の先

進国である欧米諸国と日本の介護サービスの質や回数の

違い（新聞記事, 2010c；新聞記事, 2012b）という記事

であった。＜入浴サービスの重要性＞では、入浴の訪問

サービスがあることで、在宅介護ができるようになった

感謝（新聞記事, 2011b）の記事であった。

2） 疾患を抱える方の入浴との向き合い方

「疾患を抱える方の入浴との向き合い方」では、疾患を
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抱える中、入浴をどのように実施するかに関する記事が

分類された。＜乳がん患者の入浴の楽しみ方＞では、乳

がん手術により見た目の変化が生じている中でも温泉を

楽しむために実施している、もしくは実施して欲しい工

夫が書かれた記事であった（新聞記事, 2010d；新聞記事, 

2010e；新聞記事, 2010 f）。＜認知症高齢者の入浴に関

する困難＞では、入浴をなかなかしない認知症高齢者を

介護する家族のストレスが書かれた記事であった（新聞

記事, 2012c；新聞記事, 2012d）。＜入院中の入浴体験＞

では、治療経過で洗髪ができるようになった喜びや（新

聞記事, 2012e）、医療者の伝え方により、入浴行為を怖

いものとして患者が捉えてしまったケース（新聞記事, 

2012 f）などの記事であった。＜障がい者のための入浴

支援＞では、自立した生活をするために入浴訓練を行っ

ている様子が書かれた記事であった（新聞記事, 

2012g；新聞記事, 2011c）。＜性分化疾患患者の入浴に

関する困難＞では、大浴場で裸を見られたことがきっか

けで、自身の性と向き合い、疾患の理解を求めるように

表１．健康に関わる入浴ケアに関する記事の分類 

カカテテゴゴリリ  ササブブカカテテゴゴリリ  

介介護護ににおおけけるる  

入入浴浴ケケアア  

入浴ケアの安全性 

最新機器の開発と活用 

入浴サービスに関する他国との違い 

入浴サービスの重要性 

疾疾患患をを抱抱ええるる方方のの  

入入浴浴ととのの向向きき合合いい方方  

乳がん患者の入浴の楽しみ方 

認知症高齢者の入浴に関する困難 

入院中の入浴体験 

障がい者のための入浴支援 

性分化疾患患者の入浴に関する困難 

健健康康とと入入浴浴のの関関連連性性  
労働環境や貧困からの入浴の阻害 

健康増進を目的とした入浴 

入入浴浴のの意意義義  

日常生活や文化としての入浴 

癒しとしての入浴 

観光やレクリエーションとしての入浴体験 

入浴剤の楽しみ方 

入浴に伴うコミュニケーションの活性化 

災災害害時時のの入入浴浴環環境境  

災害者支援における入浴の重要性 

避難所での入浴支援に関する取り組み 

災害後の入浴環境 

災害要配慮者の入浴における困難 

被爆者への差別 

防災としての入浴対策 

入浴できないことによる疾患への影響 

そそのの他他  

育児における入浴 

地方自治体の取り組み 

入浴事故 

入浴の時代背景 

保護施設や刑務所での入浴事情 

  

  

表1．健康に関わる入浴ケアに関する記事の分類
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なる様子が書かれていた記事であった（新聞記事, 2010g）。

3） 健康と入浴の関連性

　「健康と入浴の関連性」では、入浴と健康要素との繋

がりにおける記事が分類された。＜労働環境や貧困から

の入浴の阻害＞では、労働環境や貧困を理由に入浴がで

きなかったために生じた健康障害について書かれた記事

であった（新聞記事, 2012h；新聞記事, 2011d；新聞記

事, 2010h）。＜健康増進を目的とした入浴＞では、冷え

性（新聞記事, 2010 i；新聞記事, 2010 j；新聞記事, 

2010k）や肩こり（新聞記事, 2012 i）、乾燥（新聞記事, 

2011e）などの対して日々の入浴から得られる健康効果

の記事であった。

4） 入浴の意義

　「入浴の意義」では、日常の中での入浴や特別な日の

入浴をどう過ごしているのかに関する記事が分類され

た。＜日常生活や文化としての入浴＞では、清潔習慣の

確立による昔との違い（新聞記事, 2010 l）や、他国と比

較した日本人の入浴の習慣について（新聞記事, 2012 j） 

書かれた記事であった。＜癒しとしての入浴＞では、入

浴をすることによりリラックスをし、精神的健康の向上

が図られることが書かれた記事であった（新聞記事, 

2011 f）。＜観光やレクリエーションとしての入浴体験＞

では、ツアーに温泉施設導入したり（新聞記事, 

2010m；新聞記事, 2011g；新聞記事, 2011h）、季節に関

する入浴イベントを開催したりしている様子（新聞記事, 

2012k；新聞記事, 2011 l）が書かれた記事であった。

＜入浴剤の楽しみ方＞では、入浴剤を入れるタイミング

（新聞記事, 2011 i）や、新しい入浴剤の販売について（新

聞記事, 2010n；新聞記事, 2010o）書かれた記事であっ

た。＜入浴に伴うコミュニケーションの活性化＞では、

親子で一緒に入浴をすることで親密感が増加し、様々な

ことを語り合える様子（新聞記事, 2011 j）が書かれた記

事であった。

5） 災害時の入浴環境

　「災害時の入浴環境」では、災害発生時の入浴に関す

る問題点や支援法について、東日本大震災時の出来事を

中心に書かれてある記事が分類された。＜災害者支援に

おける入浴の重要性＞では、被災後で苦しい生活をして

いる中、入浴ができたことにより疲れが癒されている様

子（新聞記事, 2011k；新聞記事, 2011 l）や、入浴した

いという気持ちが活力になっている様子（新聞記事, 

2011m）が書かれた記事であった。＜避難所での入浴支

援に関する取り組み＞では、自衛隊や企業が被災者のた

めに入浴環境を提供している様子（新聞記事, 2011n；

新聞記事, 2011o；新聞記事, 2011p）が書かれた記事で

あった。＜災害後の入浴環境＞では、入浴がなかなかで

きない現状（新聞記事, 2011q；新聞記事, 2011r）や避

難所ごとの入浴サービスの格差（新聞記事, 2011s）が

書かれた記事であった。＜災害要配慮者の入浴における

困難＞では、入浴介助者の人手不足で災害要配慮者が入

浴することが難しい現状（新聞記事, 2011t）や、障がい

者施設に入居できず避難所生活が長引いている様子（新

聞記事, 2011u）が書かれた記事であった。＜被爆者へ

の差別＞では、被爆者ということだけで不当に銭湯での

入浴を拒否されたこと（新聞記事, 2011v）や、被爆地

にある温泉施設の利用に関すること（新聞記事, 2012m）

が書かれた記事であった。＜防災としての入浴対策＞で

は、入浴中に災害が起こった場合の想定（新聞記事, 

2012n）や、避難生活疑似体験に入浴を含める必要性（新

聞記事, 2010p）が書かれた記事であった。＜入浴でき

ないことによる疾患への影響＞では、被災地で入浴がで

きなかったために皮膚炎が悪化してしまう様子（新聞記

事, 2012o）や被災者向けの生活不活発病注意喚起のリ

スト項目に入浴が含まれていたこと（新聞記事, 2011w）

が書かれた記事であった。

6） その他

　「その他」では、以上のカテゴリーには分類されない

記事として分類された。＜育児における入浴＞では虐待

防止のためのプログラム（新聞記事, 2011x）や育児休

暇取得中に夫が我が子を入浴させている様子（新聞記事, 

2012p）が書かれた記事であった。＜地方自治体の取り

組み＞では、入湯税の徴収開始（新聞記事, 2010q）や、

選挙投票証明で温泉施設の割引など自治体が関連してい

る様子（新聞記事, 2010r；新聞記事, 2012q）が書かれ

た記事であった。＜入浴事故＞では、虐待により入浴中

に溺死してしまったケース（新聞記事, 2011y；新聞記事, 

新聞に掲載された入浴関連記事32
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2011z）や高齢者が入浴中に滑ったり、前後の温度変化

により体調を崩したりするケース（新聞記事, 2012r；

新聞記事, 2010s）が書かれた記事であった。＜入浴の

時代背景＞では、戦時中の入浴体験（新聞記事, 2012s；

新聞記事, 2012t）や、安土桃山時代に使われていたお風

呂が発見されたこと（新聞記事, 2010t）が書かれた記事

であった。＜保護施設や刑務所での入浴事情＞では、性

同一性障害の受刑者の入浴に関する困難（新聞記事, 

2012u；新聞記事, 2012v）が書かれた記事であった。

２. 記事数の比較入浴に関する記事の内容
　各カテゴリーに含まれる記事の総数は、表２に示すと

おりである。記事件数は多い順に「災害時の入浴環境」、

「その他」、「入浴の意義」となった。「災害時の入浴環境」

に関する記事が一番多く、他のカテゴリーの記事数と比

較しても圧倒的に多かった。「介護における入浴ケア」

では、介護に関する記事は多く見受けられたが、入浴に

焦点をあてている記事は少なく、8件という結果となっ

た。また、今回の研究目的である「健康と入浴の関連

性」の記事数は19件であり、計144件の記事数の19/144

件（13％）であった。

　次に記事掲載紙面による記事数を比較する。入浴に関

する記事が確認できたのは、計17面であった。入浴に関

する記事は、総合面、家庭面、スポーツ面、社会面にお

いて掲載されていることが多いことがわかった。最も多

かったのは、社会面であり記事数は46件（32%）であっ

た。社会面、家庭面、総合面は様々なカテゴリーが分布

しているが、スポーツ面は「災害時の入浴環境」の記事

しか見られなかった。実際に記事を確認してみると、自

衛隊や企業からの災害支援や入浴物資の募集、入浴でき

表２．健康に関わる入浴ケアに関する記事の掲載紙面  

カカテテゴゴリリ  介介護護にに  

おおけけるる  

入入浴浴ケケアア  

疾疾患患をを  

抱抱ええるる方方

のの入入浴浴とと

のの向向きき  

合合いい方方  

健健康康とと  

入入浴浴のの  

関関連連性性  

入入浴浴のの  

意意義義  

災災害害時時のの

入入浴浴環環境境  

そそのの他他  合合計計  

１１面面  2 ― ― ― 3 1 6 

２２面面  ― ― ― ― 1 1 2 

３３面面  ― ― ― ― 3 ― 3 

解解説説  ― ― ― ― ― 1 1 

社社説説  ― ― ― ― 1 ― 1 

経経済済  1 1 ― ― ― 1 3 

特特集集  1 ― ― 3 1 ― 5 

総総合合  ― 2 2 2 9 2 17 

家家庭庭  3 9 15 7 4 5 43 

読読書書  ― ― ― 1 ― ― 1 

科科学学  ― ― ― 1 1 ― 2 

芸芸能能  ― ― 1 ― ― ― 1 

ススポポーーツツ  ― ― ― ― 13 ― 13 

社社会会  1 ― 1 6 20 18 46 

合合計計  8 12 19 20 56 29 144 

 

表2．健康に関わる入浴ケアに関する記事の掲載紙面
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る施設の情報一覧などであり、スポーツとは無関係のも

のが多く見られた。また、国際面、文化面、生活面では

入浴に関する記事は見られず、他の名称に分類されてし

まうケースが多かった。

Ⅴ．考　　察

1. 災害時の入浴環境に関する記事動向
　今回は2010～2012年の新聞を分析対象としたところ、

「健康と入浴の関連性」についての記事数が占める割合

は19/144件（13％）であり、少ない傾向であった。最

も多い割合を占めたのが、「災害時の入浴環境」が

56/144件（39％）であった。

　「災害時の入浴環境」に関する記事が多く見られた要

因は、東日本大震災による影響だと考えられる。今回収

集した新聞記事は、2010年から2012年のものであり、東

日本大震災が発生した時期と重なる。そのため、「災害

時の入浴環境」に分類した記事の大半が東日本大震災に

関連するものであった。大規模災害発生時は様々な混乱

が生じるため、情報が錯乱しやすい。どの情報を信用し

たらよいのかわからなくなる中で、新聞記事では被災後

の入浴サービスや課題に関する正確な情報が随時掲載さ

れていた。東日本大震災で役に立った情報源（複数回答

可）の調査結果では、テレビ（89 .9％）、ニュースサイ

ト（56 .3％）、新聞（44 .3％）と報告されている（総務省, 

2014）。これは、今回収集した記事も対象に含まれてお

り、新聞は3位となっている。取材力に基づいた信頼性

が支持されており、新聞は正確な情報を提供してくれる

ツールとして重宝されている。

　「災害時の入浴環境」に関する記事では、現地の被災

者の声、自衛隊／企業／ボランティアによる支援の現

状、災害要配慮者が入浴することの困難さが掲載されて

いた。読者は、これらの記事により災害発生時の状況が

どうなっているのかを正確に詳しく知ることができる。

「健康と入浴の関連性」の記事では、専門家や経験者な

ど複数の人に取材した入浴効果や体験が詳しく掲載され

ていた。このように、新聞記事の役割は、社会の中で起

こる現象を取材により客観的な事実として正確に伝える

という特性がある。そのため、個別性の高い情報は掲載

されていないということがわかった。

　一方、新聞発行部数や利用者は年々減少している。発

行部数の推移としては4932万部→3509万部（2010年

→2020年）、新聞の購読者率は84 .5％→61 .3％（2010年

→2020年）と報告されている（一般社団法人日本新聞協

会, 2024；公益財団法人新聞通信調査会, 2023）。新聞の

利用率は減り、情報入手手段として他のツールが活用さ

れていると予測される。主なメディアの平均利用時間に

関する調査結果では、テレビ170 .6分→135分（2014年

→2023年）、インターネット83 .6分→194 .2分（2014年

→2023年）、新聞12 .1分→5.2分（2014年→2023年）と変

化している（総務省情報通信政策研究所, 2025）。テレ

ビ、新聞は減少しているが、インターネットは大幅に増

加している。インターネットの普及により、新しい情報

入手手段が浸透しつつあると考える。また、情報源とし

ての重要性に関する調査結果では、新聞の重要度は

77 .3%→44 .3%（2010年→2025年）に対し、インターネッ

トでは61 .4%→81 .5%（2010年→2025年）であった（総

務省, 2011；総務省情報通信政策研究所, 2025）。新聞は

33％と大幅に減少しているが、インターネットは20 .1％

と増加している。インターネットに対する世間の認識が

変化していることがわかる。インターネットは多様な媒

体で即時に情報を入手できることや、双方向性があり便

利なことから普及が進み情報収集に使われるようになっ

た。しかし、若年層はインターネット利用率が高いが、

高齢者は低い傾向にある。2023年の月ぎめで新聞をとっ

ている人の割合に関する調査結果では、70代以上が

82 .7％、60代が68 .2％、50代が56 .7％、40代が39 .4％、

30代が31 .5％、20代が33 .8％と報告されている（公益財

団法人新聞通信調査会, 2023）。このように、情報入手

のツールとして、インターネットは普及しているが、高

齢者はまだ新聞からの情報収集が主流であると考えら

れる。

　新聞購読者が、2010年と2020年では変化してきている

ことから、現在は世代に応じた情報発信ツールが活用さ

れていることが予測される。

２. 入浴ケアに関する情報発信
　入浴は日常的なことではあるが、疾患を抱えた方に

とってはセルフケアだけでは実現が困難であり、支援が

必要なこともある。今回分類されたカテゴリーの中で
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「介護における入浴ケア」と「疾患を抱える方の入浴と

の向き合い方」が個別性のある情報が掲載されていた。

　介護における入浴介助では、大きな負担が伴う。

ADL項目ごとの介護負担を看護師に調査した結果、夜

間の排泄と入浴に関する項目で負担が大きかったと報告

されている（山本ら, 2022）。近年、入院期間の短縮が進

んでいる中、在宅で過ごす人、施設で過ごす人を支える

介護者の負担を減らすことは重要視される。入院期間を

経て在宅に戻る場合、退院前に個別訪問を実施し、浴室

の改造や入浴リハビリ機器の導入を実施したり、入浴方

法の指導・助言や機器の紹介をしたりするケースもある

（藤井ら, 1992）。しかし、コロナ禍の影響で医療者が

充分に入浴指導を本人や家族にできていないケースが増

加した。そのような方に対し、通所リハビリテーション

で更衣・入浴練習は介護職員が主に実施し、自宅での入

浴介助力軽減につながり、入浴サービスのない短時間通

所介護への移行が早期に実現できたとの報告もある（明

福ら, 2023）。このようにセルフケアに直結する内容は、

専門職から受け取っていることが予測される。今回収集

した記事の中には、負担が大きいケアラーへの支援を訴

えるものや介護要員不足のため実施することが困難な課

題を解消するためのロボット開発の推進に関するものが

あり、入浴に関わる課題がクローズアップされていた。

入浴に関するセルフケア記事としては、在宅療養者の入

浴に関わる記事があり、当事者目線からの課題につい

て、記事として取り上げられていた。これは、セルフケ

アに直結はしないものの、社会の理解を深めるための情

報発信といえる。

　疾患を抱えている方も、その病状に応じたケアが必要

となってくる。乳がん患者の場合、手術に伴う外見の変

化がみられることから、入浴との関連性について取り上

げられていた。乳がん患者の退院支援に関する研究で

は、入浴時の低刺激の石鹸の使用など、日々の生活の中

で実践できるリンパ浮腫予防のための知識を得ることは

安心感につながり、満足度に影響することが報告されて

いる（城丸ら, 2023）。このように具体的な入浴時の工夫

は新聞記事では見られず、介護と同様に新聞からではな

く、専門職を経由した退院支援等で情報を入手すること

が主流である。

　さらに、乳がん患者が周囲の人が変化した自己の身体

をみて驚くと思い、手術部位をかくすセルフケア行動を

していたとの報告がある（井関ら, 2018）。周囲が疾患に

対する知識がないことにより、当事者が辛い思いをする

ことを減らすためにも、新聞での読者への問いかけは周

知方法として有効である。新聞では困難さの周知だけで

はなく、知識の提供や啓発活動にも繋がっていると考え

られる。乳がんの手術をした方にも温泉を楽しんでいた

だける環境作りに取り組む活動が記事の中で紹介されて

いた。その中の１つとして、専用入浴着は、乳がん、腫

瘍、皮膚移植等の皮膚に重大な傷等の残る手術を受けた

方々が同浴者の目を気にすることなく入浴が楽しめるよ

うに、傷跡をカバーするために開発・製造された専用の

入浴着であり、着用したまま温泉に入ることができる

（認定NPO法人J.POSH, 2014）。このような商品がある

ことを新聞で紹介することで、少しでも多くの人に知っ

てもらうことができる。新聞は、各々のセルフケア行動

に役立つという役割ではなく、大衆向けの情報提供をす

ることで誰もが過ごしやすい社会を作ろうとしているの

ではないだろうか。

　このように、新聞は、当事者のセルフケア方法を具体

的に発信するのではなく、様々な課題や対策を社会へ発

信し、人々の認識に変化を起こす役割がある。

Ⅵ. 結　　論

　新聞記事の中で健康に関わる入浴ケアに関連する記事

を抽出したところ、介護・健康/疾病と入浴ケアとの関

連性・入浴の意義・災害時の入浴環境の記事が抽出され

た。新聞記事の特徴としては，個別性の高い情報は掲載

せず，災害時に信頼性のある情報を発信することで、社

会の認識を変化させる役割を担っていることがわかっ

た。

利益相反

　本論文に関して開示すべき利益相反はない。
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[Purpose]  To clarify how articles on bathing care related to health are conveyed in newspaper articles.

[Methods]  All articles (digital versions) published from 2010 through 2012 by The Mainichi Newspapers Co., Ltd. 

were searched using the keyword “bathing.” Content analysis was used to classify the content of identified articles.

[Results]  Of the 426 articles identified with the keyword “bathing,” 144 described health-related bathing care. The 

following six categories were identified as a result of content analysis: “bathing care in nursing care,” “how people 

with illnesses tackle bathing,” “correlation between health and bathing,” “significance of bathing,” “bathing 

facilities during disasters” and “other.” The highest number of articles was observed for “bathing facilities during 

disasters,” with 56 articles identified. The most common section for publishing bathing-related articles was the 

“Society” section, accounting for 46 articles.

[Conclusion] When extracting bathing-related articles from newspaper articles, pieces on “the relationship between 

caregiving/health/illness and bathing care,” “the significance of bathing,” and “bathing environments during 

disasters” were identified. Characteristics of newspaper articles revealed that they do not publish highly 

individualized information and, during disasters, play a role in changing societal perceptions by disseminating 

reliable information.
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